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序  文

　本書は、小郡市三沢における共同住宅建築に先立って小郡市教育委員会が実施した埋蔵文
化財発掘調査の報告書です。本遺跡が所在する小郡市北西部の三沢には、基山からなだらか
に東側に延びる通称三国丘陵が広がり、弥生時代を中心とした数多くの遺跡が発見されてい
ます。三沢権道遺跡は、その丘陵から南東に延びた低台地上にあり、これまで周辺でも多く
の調査成果があります。
　今回の調査の中心は中世の建物群と土坑、溝状遺構です。中でも掘立柱建物群は溝状遺構
と有機的関係にあると考えられ、小郡市内における中世集落の様相の一例を確認することが
できました。今回得られた内容が今後永く活用され、この報告書が文化財愛護思想の普及に
寄与することになれば幸いです。
　最後に、現地発掘調査にご理解とご協力をいただいた周辺住民のみなさま、そして現地作
業にあたった地元作業員の皆様など、発掘調査を進める際にお世話になった多くの方々に感
謝を申し上げ、序文といたします。

　令和 2 年 3 月 31 日

小郡市教育委員会
教育長　秋永 晃生



例　言

１．本書は、小郡市三沢地内における共同住宅建築に伴って、小郡市教育委員会が平成 30 年度に実施

した埋蔵文化財発掘調査の記録である。

２．遺構の写真撮影は大城麻未、杉本岳史が行った。

３．遺構実測、遺物の復元・実測・製図には、担当者の他に久住愛子、佐々木智子、宮崎美穂子、永

富加奈子、山川清日、牛原真弓、林知恵ら諸氏に多大なる協力を得た。

４．遺物の写真撮影は（有）システム・レコに委託した。

５．遺構図中の方位は座標北を示し、図上の座標は国土調査法第Ⅱ座標系に則っている。

６．遺物・実測図・写真は、小郡市埋蔵文化財調査センターにて管理・保管している。

７．本書の執筆及び編集は、杉本が担当した。
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第１章　調査の経過と組織

１．調査に至る経緯
　今回の開発事業に関する当該地の事前審査は、平成 29 年 12 月 5 日付で「埋蔵文化財の有無とその処置
について（照会）」（事前審査番号 17113）の申請が、地権者名で提出されたことに始まる。これを受けて
小郡市教育委員会は試掘調査を実施し、掘削予定範囲 342.16㎡に遺跡が存在することを確認した。地権者
との協議の後、平成 30 年 10 月 1 日付で発掘調査に着手した。

２．調査の経過
　調査の対象としたのは、共同住宅建設に伴って遺構に影響が及ぶ 342.16㎡である。現地調査は平成 30
年 10 月 1 日に着手し、同 11 月 28 日に終了した。調査の主な経過は以下の通りである。
　平成30年10月1日：調査着手。発掘作業員を投入し、遺構検出・掘削に入る。
　　　　　10月11日：4号溝状遺構掘削開始。棰木先瓦片出土。
　　　　　10月19日：掘立柱建物群の柱穴掘削開始。
　　　　　11月9日：空中写真撮影実施。
　　　　　11月28日：埋め戻し完了。道具撤収。

３．調査の組織
　平成 30 年度、令和元年度の三沢権道遺跡 4 発掘調査に関係する組織は以下のとおりである。
　【小郡市教育委員会文化財課】
　　＜平成 30 年度＞　　　　　　　　　　　　　  ＜令和元年度＞
　　　教 育 長　　清武 輝　　　　　　　　　　　　教 育 長　　清武 輝（～令和元年 9 月）
　　　教育部長　　黒岩 重彦　　　　　　　　　　　　　　　　　秋永 晃生（令和元年 10 月～）
　　　文化財課　　課長　柏原 孝俊　　　　　　　　教育部長　　黒岩 重彦　　　　　　
　　　　　　　　　係長　杉本 岳史（調査担当）　　 文化財課　　課長　柏原 孝俊　　　　
　　　　　　　　　技師　稲村 麻未（調査担当）　　　　　　　　 係長　杉本 岳史（整理担当）

第２章　位置と環境

　三沢権道遺跡 4(1) は、小郡市三沢字権道 15、16-1 合併 6・15、16-1 合併 7・15、16-1 合併 22、15・16-1
合併 8 に所在する。遺跡は、小郡市の中央を南流する宝満川の右岸、通称三国丘陵から南東に派生する中
位段丘の縁辺部に位置し、北西から南東に延びる舌状台地上にある。これまで 3 次の調査が行われ、中世
を中心とする遺構群が検出されている。
　1 次調査は平成 4 年 (1992) に実施し、土坑 10 基、井戸 2 基、溝状遺構 2 条などを検出した。出土遺物
には土器・陶磁器類の他、土錘・凝灰岩製容器などがある。13 世紀中頃の 7 号土坑からは、天目茶碗が
出土している。2 次調査は平成 9 年 (1997) 年に実施し、掘立柱建物 2 棟、土坑 1 基などとともに、区画溝
を検出した。時期は 13 世紀後半～ 14 世紀後半である。3 次調査は平成 28 年 (2016) に実施し、土坑 32 基、
溝状遺構 5 条などを検出した。時期は 14 世紀中頃から 16 世紀にかけてである。
　当遺跡周辺では、多くの中世の遺跡が確認されている。まず、三沢寺小路遺跡 (2) では、これまでに 7
次の調査が実施された。注目される遺構に、3・4 次調査で確認された南北及び東西の正方位に乗る区画
溝がある。内部の区画は、東西 71 ～ 74 ｍ、南北 25 ｍ以上を測る。大きさは幅約 2 ｍ、深さ約 1 ｍで、
時期は 14 世紀と考えられる。また、2 次調査では、南に隣接する三沢権道遺跡 2 地点へと続く区画溝も
確認された。2 次調査では、この溝に沿って配置された土坑群も確認されており、土壙墓の可能性が指摘
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第２図　三沢権道遺跡 4 周辺の主要遺跡分布図 (S=1/25,000)

されている。西島遺跡 3 区 (3) では、土坑 8 基・木棺墓 1 基などが検出された。土坑は 12 世紀前半から
13 世紀中頃に位置付けられ、木棺墓からは副葬品の鉄刀・白磁・土師器皿とともに、鉄釘 14 本が出土し
ている。三沢宮ノ前遺跡 2 ～ 4 区 (4) では、区画溝とともに、掘立柱建物群 6 棟が確認された。建物は、
庇を持つ 2 間× 2 間の総柱建物 1 棟と、3 間× 2 間の大型側柱建物 1 棟、他に 3 間× 1 間や 2 間× 2 間の
側柱建物などがある。いずれも南北に走る大型区画溝と軸を揃えて配置してあり、遺跡内からは井戸も検
出された。時期は 13 世紀前半頃と考えられる。大保横枕遺跡 2 地点 (5) では、11 世紀から 13 世紀後半に
かけて集落が営まれていた。中でも 12 世紀後半に南北約 60 ｍ、東西は 75 ｍ～ 100 ｍ以上に及ぶ区画溝
が掘られる。この区画は 13 世紀前半まで機能し、その内部にはさらに小型の区画や掘立柱建物群が確認
できる。大保西小路遺跡 (6) では、溝や土坑とともに、鍛冶関連遺構が発見された。土坑のうち 6 基は地
下式横穴墓と考えられ、一部 13 世紀の遺構もあるが、中心となるのは 15 世紀である。2 号地下式横穴墓
からは五輪塔が、10 号地下式横穴墓からは青銅製掛仏が出土している。同じく墓地として、三沢畝道町
遺跡 (7) を挙げることができる。この遺跡では、方形周溝墓 3 基を検出した。これらは、弥生時代終末か
ら古墳時代初頭の方形周溝墓を再利用して造っている。規模はいずれも一辺 3 ～ 4 ｍ程度と小型で、4 号
周溝墓の主体部である木棺墓
から青磁碗や高麗青磁が出土
している。
　これらの遺跡の変遷を見る
と、1359 年にここ小郡であっ
た九州南北朝最大の戦い「大
保原（大原）合戦」が大きな
画期となっている。大原小学
校校庭には、亡くなった武将
の塚と伝わる「善風塚」(8)
もあり、この戦いが地域に与
えた影響の大きさを見ること
ができる。

第１図　三沢権道遺跡調査区位置図 (S=1/5,000)
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第３章　遺構と遺物

　三沢権道遺跡 4 で検出した主な遺構は、下記の通りである。遺構の主な時代は中世で、密度は非常に高い。
遺構の中で注目されるものに、掘立柱建物群がある。3 × 1 間の比較的大型な側柱建物を中心とし、その
西側にある 2・3 号溝状遺構は、区画溝と考えられる。この遺構構成は、周辺の三沢宮ノ前遺跡などでも
見られ、中世小郡の特徴とも言えよう。土坑からは鞴の羽口が出土している。周辺の遺跡からの出土例も
あり、鍛冶が行われていたことの証左となる。
　なお、4 号溝状遺構から、古代の棰先瓦が出土した。この瓦は、范傷の配置から上岩田遺跡出土のもの
と同范と考えられる。
　　　●中世　　　‥　掘立柱建物 4 棟、土坑 12 基、溝状遺構 6 条
　　　●その他　　‥　土坑 3 基

１．中世の遺構と遺物
（１）掘立柱建物
1号掘立柱建物（第 4 図、図版 4）
　調査区の東部に位置し、検出面の標高は 18.6 ｍを測る。柱配置の重なる 2・3 号掘立柱建物との先後関
係は不明である。長軸をＮ -89°- Ｗにとる。3 × 1 間の側柱建物で、規模は桁行 6.40 ～ 6.41 ｍ、梁行 4.15
～ 4.17 ｍ、桁間 1.94 ～ 2.32 ｍを測る。柱掘り方は円形を基調とし、径は 18 ～ 38㎝、深さは 14 ～ 66㎝を
測る。柱穴からの出土遺物はない。

2 号掘立柱建物（第 4 図、図版 4）
　調査区の東部に位置し、検出面の標高は 18.6 ｍを測る。柱配置の重なる 1・3 号掘立柱建物との先後関
係は不明である。長軸をＮ -12°- Ｅにとる。3 × 1 間または 2 間の側柱建物と考えられるが、東側が調査
区外に延びるため、全容は不明である。規模は、桁行 5.08 ｍ、梁行 2.40 ｍ以上、桁間 1.70 ～ 1.80 ｍ、梁
間 2.00 ～ 2.04 ｍを測る。柱掘り方は円形から楕円形で、径は 23 ～ 44㎝、深さは 12 ～ 26㎝を測る。柱穴
からの出土遺物はない。

3 号掘立柱建物（第 5 図、図版 4）
　調査区の東部に位置し、検出面の標高は 18.6 ｍを測る。柱配置の重なる 1・2・4 号掘立柱建物との先
後関係は不明である。長軸をＮ -84°- Ｗにとる。北側の柱穴はいずれも調査区壁面に掛かり、一部完掘で
きていない。3 × 1 間の側柱建物で、規模は桁行 5.72 ～ 5.91 ｍ、梁行 3.16 ～ 3.39 ｍ、桁間 1.84 ～ 2.10 ｍ
を測る。柱掘り方は円形を基調とし、径は 17 ～ 38㎝、深さは 16 ～ 52㎝を測る。
出土遺物
土器（第 15 図）
　第 15 図 1 は土師器皿の小片で、復元底径 8.8㎝を測る。

4 号掘立柱建物（第 5 図、図版 4）
　調査区の東部に位置し、検出面の標高は 18.6 ｍを測る。柱配置の重なる 3 号掘立柱建物との先後関係
は不明である。長軸をＮ -1°- Ｗにとる。西側の 3 基の柱穴は 6 号溝状遺構と重なっており、明確には把
握できなかった。2 × 1 間の側柱建物で、規模は桁行 3.67 ～ 3.69 ｍ、梁行 3.49 ～ 3.92 ｍ、桁間 1.77 ～ 1.92
ｍを測る。柱掘り方は円形を基調とし、径は 16 ～ 29㎝、深さは 9 ～ 59㎝を測る。柱穴からの出土遺物は
ない。
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第４図　1・2 号掘立柱建物実測図 (S=1/60)
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第５図　3・4 号掘立柱建物実測図 (S=1/60)
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（２）土坑
1号土坑（第 6 図、図版 4）
　調査区の北西端部付近に位置し、検出面の標高は 18.9 ｍを測る。北側と西側は調査区外に延び、全容
は不明である。遺構は不整形で、大きさは検出面で 2.73 ｍ以上× 2.24 ｍ以上、下端で 2.21 ｍ以上× 1.60
ｍ以上を測る。床面はなだらかだが、ピット状の掘り込みが多い。深さは最大 18㎝で、ピット部分はそ
こからさらに 42㎝下がる。
出土遺物
土器・磁器（第 15 図、図版 9）
　第15図2・3は土師器の皿である。2は復元口径12.4㎝、器高3.1㎝を測る。3は小型で、底径5.2㎝である。4・
5 は土師質の鍋である。4 は復元口径 31.0㎝を測る。4 は口縁部を外側につまみ出し、5 は外側に粘土紐を
貼り付ける。6 は瓦質土器の火鉢で、外面の突帯間に印花のスタンプがある。7 は青磁の皿である。

2 号土坑（第 7 図、図版 5）
　調査区の南西端部に位置し、検出面の標高は 18.9 ｍを測る。遺構の平面は不整形で、大きさは検出面
で 2.35 ｍ× 1.31 ｍ、下端で 1.14 ｍ× 0.58 ｍを測る。南側に中段を持ち、そこからなだらかに床面に下る。
深さは最大 70㎝で、埋土はレンズ状堆積である。
出土遺物
土器（第 15 図、図版 9）
　第 15 図 8 は土師器の皿で、復元口径 12.9㎝、器高 3.5㎝を測る。底部は回転糸切りで、板状圧痕が残る。
9 は土師質の片口付摺鉢である。内面に摺目がある。

3 号土坑（第 7 図、図版 5）
　調査区の北西部に位置し、検出面の標高は 18.9 ｍを測る。遺構は隅丸長方形状を呈し、大きさは検出
面で 1.75 ｍ× 0.85 ｍ、下端で 1.70 ｍ× 0.78 ｍを測る。削平が著しく、壁面は最大 7㎝しか残っていない。
出土遺物はない。

5 号土坑（第 8 図、図版 5）
　調査区の西部に位置し、検出面の標高は 18.8 ｍを測る。遺構の平面は不整形で、東側が深くなる。大
きさは検出面で 1.46 ｍ× 1.09 ｍ、下端で 0.96 ｍ× 1.04 ｍを測る。西側は中段を経てなだからに下るが、
東半の壁面は一部オーバーハングする。深さは最大 42㎝である。
出土遺物
土器（第 15 図）
　第 15 図 10 は土師質の摺鉢である。内面に摺目が残る。

6 号土坑（第 8 図）
　調査区の西部に位置し、検出面の標高は 18.8 ｍを測る。遺構の平面は長楕円形状を呈し、大きさは検
出面で 1.85 ｍ× 0.84 ｍ、下端で 1.39 ｍ× 0.56 ｍを測る。壁面はなだらかに立ち上がり、深さは最大 33㎝
を測る。出土遺物はない。

7 号土坑（第 9 図、図版 5）
　調査区中央部の北端に位置し、検出面の標高は 18.8 ｍを測る。遺構の北半は調査区外に延びる。深いピッ
ト状の部分は別遺構の可能性が高いが、ここで併せて報告する。遺構の平面は不整形で、大きさは検出面
で 2.25 ｍ以上× 1.24 ｍ以上、下端で 1.74 ｍ以上× 1.10 ｍ以上を測る。壁面はなだらかに立ち上がり、深
さは最大 25㎝を測る。ピット部分は大きさ 62㎝× 57㎝以上で、深さは 46㎝を測る。
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 1　にぶい黄褐色土 (Hue10YR4/3) 耕作土

 2　暗褐色土 (Hue10YR3/4) シルト質でしまりあり、土器片を少量含む

 3　暗褐色土 (Hue10YR3/3) しまりあり、2～3㎝大の黄橙色ブロック・明黄褐色ブロックを少量含む

 4　黒褐色土 (Hue10YR3/2) シルト質で均質

 5　にぶい黄褐色土 (Hue10YR4/3) シルト質

 6　黄褐色土 (Hue10YR5/6) シルト質で均質

 7　褐灰色土 (Hue10YR4/1) シルト質

 8　にぶい黄褐色土 (Hue10YR4/3) シルト質、褐灰色土を含む

 9　黒褐色土 (Hue10YR2/2) 2㎝大の褐色ブロックを多く含む、固くしまる

10　にぶい黄褐色土 (Hue10YR4/3) シルト質、しまらない

11　褐色土 (Hue10YR4/4) シルト質で均質

12　褐色土 (Hue10YR4/6) シルト質でしまりあり

13　にぶい黄橙色土 (Hue10YR6/4) シルト質で固くしまる　

14　にぶい黄褐色土 (Hue10YR5/4) シルト質、褐灰色土を置く含む　

15　褐色土 (Hue10YR4/4) シルト質、黒褐色土を少量含む　

16　黄褐色土 (Hue10YR5/6) 均質、しまらない　

2m0

第６図　1 号土坑実測図 (S=1/40)
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第７図　2・3 号土坑実測図 (S=1/40)
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 1　黒褐色土 (Hue10YR2/2) シルト質でしまりあり

 2　暗褐色土 (Hue10YR3/4) シルト質でしまりあり

 3　黒褐色土 (Hue7.5YR2/2) シルト質

 4　黒色土 (Hue10YR1.7/1) シルト質

 5　黒褐色土 (Hue10YR3/2) シルト質

 6　黒褐色土 (Hue10YR2/3) シルト質

 7　にぶい黄褐色土 (Hue10YR4/2) 

 8　灰黄褐色土 (Hue10YR4/2) しまらない

 9　暗褐色土 (Hue7.5YR3/3) しまらない　

2m0



－ 9 －

第８図　5・6 号土坑実測図 (S=1/40)
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 1　灰白色土 (Hue10YR8/2）明黄褐色ブロックを少量含む、シルト質でよくしまる

 2　にぶい黄褐色土 (Hue10YR5/4）シルト質でしまりあり

 3　オリーブ黒色土 (Hue5Y3/1）シルト質でしまりあり

 4　黒褐色土 (Hue2.5Y3/1）シルト質

 5　にぶい黄褐色土 (Hue10YR4/3）均質、シルト質

 6　黒色土 (Hue5YR2/1）シルト質、にぶい黄褐色土が混じる

 7　にぶい黄褐色土 (Hue10YR4/3）シルト質

 1　灰黄褐色土 (Hue10YR4/2) ) 粗い砂質土、1.5㎝大の浅黄橙ブロックを少量含む

 2　にぶい黄褐色土 (Hue10YR5/4) 1層に近い、しまりあり

 3　にぶい黄橙色土 (Hue10YR6/4) 1・2層に近い

 4　にぶい黄褐色土 (Hue10YR4/3) 

 5　にぶい黄褐色土（Hue10YR4/3) 均質、シルト質

 6　灰黄褐色土 (Hue10YR4/2) シルト質でしまりあり

 7　浅黄橙色土 (Hue10YR8/4) 

 8　黒褐色土 (Hue10YR3/2) シルト質

 9　浅黄橙色土 (Hue10YR8/4) 第7層に近い

2m0
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土坑状部分の埋土はレンズ状堆積で、ピット部分は柱痕と裏込土が確認できる。4 号溝状遺構から棰先瓦
が出土したことを考えると、このピットは古代の掘立柱建物の柱穴である可能性が考えられる。
出土遺物
土器（第 15 図）
　第 15 図 11 は土師器の皿で、復元口径 14.0㎝、器高 2.6㎝を測る。底部裏面は回転糸切りで、板状圧痕
が残る。

8 号土坑（第 10 図）
　調査区の中央部付近に位置し、検出面の標高は 18.8 ｍを測る。14 号土坑を切る。遺構の平面は楕円形
状を呈し、大きさは検出面で 1.19 ｍ× 1.06 ｍ、下端で 0.90 ｍ× 0.59 ｍを測る。壁面はなだらかに立ち上
がり、深さは最大 54㎝である。床面の北西側に小型のピットを 1 基有する。
出土遺物

第９図　7 号土坑実測図 (S=1/40)
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 1　黒褐色土 (Hue10YR3/2) シルト質

 2　黒褐色土 (Hue10YR3/2) シルト質、3㎝大の褐色ブロック・灰褐色ブロックを少量含む

 3　黒褐色土 (Hue10YR3/2) シルト質でしまりあり

 4　にぶい黄褐色土 (Hue10YR5/4) 3層＋地山質土

 5　黒色土 (Hue10YR2/1) 均質、シルト質でしまりあり

 6　黒褐色土 (Hue10YR3/1) 均質、シルト質でしまりあり

 7　灰黄橙色土 (Hue10YR5/2) 柱痕か、シルト質

 8　灰黄褐色土 (Hue10YR5/2) シルト質で固くしまる

 9　にぶい黄褐色土 (Hue10YR5/3) シルト質で固くしまる

10　黒褐色土 (Hue10YR3/2) シルト質で固くしまる

11　明黄褐色土 (Hue10YR6/6) しまりあり

12　暗褐色土 (Hue10YR3/4) 

13　黒褐色土 (Hue10YR3/1) シルト質でしまりあり

14　黒色土 (Hue10YR2/1) シルト質でしまりあり

15　灰黄褐色土 (Hue10YR5/2) シルト質で固くしまる

16　黒褐色土 (Hue10YR1.7/1) 均質、しまりあり

17　黒褐色土 (Hue10YR4/2) 

18　黒色土 (Hue10YR1.7/1) 均質

19　黒色土 (Hue10YR1.7/1) 

20　黒色土 (Hue10YR1.7/1) 粘土質の褐灰ブロックを多く含む

2m0
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土器（第 15 図）
　第 15 図 12 は土師器の皿で、底部裏面は回転糸切りである。

9 号土坑（第 11 図、図版 5・6）
　調査区中央部の南端に位置し、検出面の標高は 18.8 ｍを測る。南側は調査区外へ続く。遺構の平面は
隅丸長方形状を呈し、大きさは検出面で 3.34 ｍ以上× 1.90 ｍ、下端で 1.69 ｍ以上× 1.13 ｍを測る。北か
ら西側に中段を有し、壁面はほぼ垂直に立ち上がる。深さは最大 86㎝である。埋土はきれいなレンズ状
堆積で、第 9 層中から 15 ～ 20㎝大の被熱した石が 18 個出土した。
出土遺物
土器（第 15 図）
　第 15 図 13 は土師質の羽釜である。他にも土師器皿の小片などが出土した。
石器（第 21 図、図版 9）
　第 21 図 3 は磨石である。長さ 13.0㎝、幅 10.7㎝、厚さ 9.3㎝を測る。4 は台石片である。現状で残存長 9.0
㎝、幅 11.1㎝、厚さ 7.8㎝を測る。

11号土坑（第 12 図、図版 6）
　調査区の中央部に位置し、検出面の標高は 18.8 ｍを測る。遺構の平面はきれいな長方形状を呈し、大
きさは検出面で 1.68 ｍ× 0.76 ｍ、下端で 1.35 ｍ× 0.70 ｍを測る。壁面は直線的に立ち上がり、深さは最
大 40㎝である。出土遺物は土師器の小片のみで、図示していない。

第 10 図　8 号土坑実測図 (S=1/40)
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 1　黒色土 (Hue7.5YR2/1) シルト質

 2　黒色土 (Hue7.5YR1.7/1) シルト質

 3　暗オリーブ褐色土 (Hue2.5Y3/3) シルト質

 4　黒色土 (Hue7.5YR1.7/1) シルト質でしまりあり、3㎝大の褐色ブロックを少量含む

 5　黒褐色土 (Hue10YR3/1) シルト質、4層より粗い

 6　黒褐色土 (Hue10YR3/2) シルト質、5㎝大の褐色ブロックを多く含む

2m0
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第 11 図　9 号土坑実測図 (S=1/40)
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 1　灰黄褐色土 (Hue10YR4/2) シルト質でよくしまる

 2　黒褐色土 (Hue10YR3/2) シルト質でよくしまる

 3　黒褐色土 (Hue2.5Y2/2) シルト質

 4　黒褐色土 (Hue10YR3/2) シルト質

 5　黒褐色土 (Hue10YR3/1) シルト質、4～5cm大の黄褐色ブロックを少量含む

 6　にぶい黄褐色土 (Hue10YR4/3) シルト質

 7　灰黄色土 (Hue2.5YR6/2) 砂利質で固くしまる、2cm大のにぶい黄色ブロックを少量含む

 8　黒褐色土 (Hue10YR3/1) シルト質

 9　黒色土 (Hue10YR2/1) シルト質、15～20㎝大の花崗岩を多く含む

10　暗灰黄色土 (Hue2.5YR4/2) 7層に近い

11　黒褐色土 (Hue2.5Y3/2) 第10層に近い　

12　黒褐色土 (Hue10YR2/2) シルト質

2m0
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14 号土坑（第 13 図、図版 7）
　調査区の中央部に位置し、検出面の標高は 18.8 ｍを測る。8 号土坑に切られる。遺構の平面はきれいな
長楕円形状を呈し、大きさは検出面で 2.20 ｍ× 1.14 ｍ、下端で 1.91 ｍ× 0.97 ｍを測る。壁面は直線的に
立ち上がり、深さは最大 85㎝である。
出土遺物
磁器（第 15 図）
　第 15 図 14 は青磁の碗である。外面に蓮弁文が見られる。
土製品（第 21 図）
　第 21 図 1 は鞴の羽口の小片である。残存長 3.8㎝を測る。

15 号土坑（第 14 図、図版 7）
　調査区の南東端部付近に位置し、検出面の標高は 18.6 ｍを測る。遺構の平面は不整形で、大きさは検
出面で 1.38 ｍ× 1.02 ｍ、下端で 0.38 ｍ× 0.31 ｍを測る。床面は中央部と東部が深く、深さは最大 35㎝で
ある。
出土遺物
土器（第 15 図）
　第 15 図 15 ～ 17 は土師器の皿である。15 は大型で、復元口径 12.2㎝、器高 3.3㎝を測る。16 は復元口
径 10.1㎝、器高 1.9㎝を測る。17 は小型で、復元口径 7.8㎝、器高 1.6㎝を測る。いずれも底部裏面は回転
糸切りである

第 12 図　11 号土坑実測図 (S=1/40)

18.900ｍ

1
8
.
9
0
0
ｍ

18.900ｍ

SK11

1
2

3
4

5

6

7

 1　黒褐色土 (Hue10YR3/2) シルト質、SD5の埋土か

 2　黒褐色土 (Hue10YR3/2) シルト質でしまりあり、10㎝大の黄橙色ブロックを含む

 3　黒褐色土 (Hue10YR3/2) シルト質

 4　黒褐色土 (Hue10YR4/2) シルト質

 5　黒褐色土 (Hue10YR3/2) シルト質でよくしまる、1～2cm大のにぶい黄褐色・明黄褐色・黒色ブロックを多く含む　

 6　黒褐色土 (Hue10YR3/2) 

 7　黒褐色土 (Hue10YR3/2) シルト質、1～2cm大のにぶい褐色ブロックを少量含む

2m0
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16 号土坑（第 14 図、図版 7）
　調査区の西部に位置し、検出面の標高は 18.8 ｍを測る。3 号溝状遺構に切られる。遺構の平面は楕円形
状を呈し、大きさは検出面で 1.23 ｍ× 0.92 ｍ、下端で 1.53 ｍ× 1.51 ｍを測る。東半の壁面は内傾して立
ち上がり、深さは最大 108㎝である。
出土遺物
土器（第 15 図）
　第 15 図 18・19 は土師質の鍋である。18 は胴部外面下位に突帯状の高まりを有する。19 は口縁部に外
側から粘土紐を貼り付け、肥厚させる。
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19.000ｍ

1
9
.
0
0
0
ｍ

SK14

1
2

6

7

4 5

8

10
9

3

11

12

14

13

 1　黒褐色土 (Hue10YR3/1) シルト質、ブロック状に入る層、シルト

 2　黒褐色土 (Hue10YR3/2) シルト質

 3　黒褐色土 (Hue10YR3/2) 2層に近い

 4　黒褐色土 (Hue10YR3/1) ＋ 灰褐色土 (Hue10YR4/2) シルト質

 5　黒褐色土 (Hue10YR3/2) 4層に近い

 6　暗灰黄色土 (Hue2.5Y5/2) 壁面の崩落土層　

 7　黒色土 (Hue10YR2/1) 木根を多く含む

 8　黒色土 (Hue10YR2/1) ＋ 灰黄褐色土 (Hue10YR4/2) シルト質

 9　暗黄褐色土 (Hue10YR7/6) 木根か

10　灰黄褐色土 (Hue10YR4/2) 8層と同質

11　暗黄褐色土 (Hue10YR7/6) シルト質でしまりあり

12　灰黄褐色土 (Hue10YR4/2) シルト質でしまりあり、2～3㎝大の明黄褐色ブロックを少量含む

13　黒褐色土 (Hue10YR2/2) シルト質、7層＋地山質土

14　黒色土 (Hue10YR2/1) 均質、シルト質で固くしまる

2m0

SK8

第 13 図　14 号土坑実測図 (S=1/40)
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 1　黒色土 (Hue10YR1.7/1) シルト質

 2　黒色土 (Hue10YR1.7/1) シルト質

 3　黒色土 (Hue10YR1.7/1) シルト質、3㎝大の灰黄褐ブロックを少量含む

 4　にぶい黄橙色土 (Hue10YR7/4) 

 5　にぶい黄橙色土 (Hue10YR7/4) 4層に近い、シルト質

 6　黒色土 (Hue10Y2/1) シルト質　

 7　黒褐色土 (Hue10YR3/1) シルト質

 8　にぶい黄褐色土 (Hue10YR5/4) シルト質

2m0

SD3

第 14 図　15・16 号土坑実測図 (S=1/40)
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第 15 図　掘立柱建物・土坑出土遺物実測図 (S=1/4)
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（３）溝状遺構
1号溝状遺構（第 3 図）
　調査区の西部に位置し、検出面の標高は 18.9 ｍを測る。北側は調査区外に延びる。7 号ピットを切る。
遺構は、現状で長さ 5.30 ｍ以上、幅 0.42 ｍを測り、深さは最大 11㎝である。出土遺物はない。

2 号溝状遺構（第 8 図、図版 7）
　調査区の中央やや西側に位置し、検出面の標高は 18.8 ｍを測る。南北とも調査区外に延び、全容は不
明である。3 号溝状遺構を切り、10 号土坑に切られる。走行方位は、Ｎ -4°- Ｗを測る。遺構は、現状で
長さ 9.09 ｍ以上、幅 0.93 ｍを測り、深さは最大 77㎝である。床面は水平に近いが、ベルトの南側で一段
深くなる部分がある。埋土はレンズ状の自然堆積と考えられる。
出土遺物
土器（第 20 図、図版 9）
　第 20 図 1 ～ 7 は土師器の皿である。1 ～ 5 は口径 11.2 ～ 13.2㎝とやや大型で、体部から口縁部は直線
的に立ち上がる。6・7 は口径 7.4・7.7㎝と小型で、口縁部はやや内湾する。1・5・6 は内面に油煙が残り、
灯明皿として利用されたと考えられる。底部裏面はいずれも回転糸切りである。8 は瓦質土器の片口付摺
鉢で、内面に摺目が残る。9 は土師質の鍋で、口縁部は外側から粘土紐を貼り付け、肥厚する。10 は土師
器の手捏ね埦である。復元口径 7.9㎝、器高 4.9㎝を測る。内外面ともに指頭痕が残る。
土製品（第 21 図、図版 9）
　第 20 図 2 は鞴の羽口である。残存長 8.0㎝を測る。全体的に強く被熱され、鉄分の付着が著しい。
瓦（第 21 図、図版 9）
　第 21 図 7 は平瓦である。側端部 1 面が残る。側端部の調整は、ヘラ切り後ナデである。

3 号溝状遺構（第 16 図、図版 7）
　調査区の中央やや西側に位置し、検出面の標高は 18.8 ｍを測る。南北とも調査区外に延び、全容は不
明である。16 号土坑を切り、10 号土坑・2 号溝状遺構に切られる。遺構は南北に直線的に延び、走行方
位はＮ -2°- Ｗを測る。現状で長さ 8.75 ｍ以上、幅 1.24 ｍ以上を測り、深さは最大 55㎝である。床面は水
平に近く、壁面もなだらかに立ち上がる。埋土はレンズ状の自然堆積と考えられる。
出土遺物
土器（第 20 図、図版 9）
　第 20 図 11 は土師器の皿で、復元口径 11.1㎝、器高 2.7㎝を測る。一部ススの付着が見られ、灯明皿と
して利用された可能性が考えられる。12 は土師質の鍋で、口縁部は外側から粘土紐を貼り付け、肥厚する。

4 号溝状遺構（第 18 図、図版 8）
　調査区の東部に位置し、検出面の標高は 18.6 ｍを測る。西側は 6 号溝状遺構を切り、東側は調査区外
へ続く。遺構は東西に直線的に延び、走行方位はＮ -80°- Ｗを測る。西端部のみやや北側に曲がる。長さは、
現状で 11.30 ｍ以上を測る。東部はやや細くなり、幅 0.86 ｍ、深さ 0.68 ｍ、西部は広く、幅 1.64 ｍ、深さ 1.06
ｍを測る。埋土中から比較的多くの遺物が出土した。
出土遺物
土器（第 20 図）
　第 20 図 13 は瓦質土器の摺鉢である。復元底径 13.8㎝を測る。14 は瓦質土器の火鉢である。外面の突
帯間に四つ菱の印花を持つ。15・16 は土師質の鍋である。16 は復元口径 44.4㎝を測る。いずれも口縁部は、
外側から粘土紐を貼り付ける。
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瓦（第 21 図、図版 9）
　第 21 図 5 は古代の棰先瓦である。残存は 1/3 程度で、残存長 8.6㎝を測る。上岩田遺跡出土の棰先瓦と
同じ范傷が見られ、同范品と考えられる。6 は丸瓦で、側端部が 1 面残る。残存長 10.5㎝を測り、凹面に
は縄蓆痕が見られる。

5 号溝状遺構（第 18 図、図版 8）
　調査区中央部に位置し、検出面の標高は 18.8 ｍを測る。遺構の北側は 11 号土坑を切る。遺構の形状は
弧を描くが、隣接する大型の 6 号溝状遺構と並行し、関連性が想定される。大きさは、現状で長さ 4.50
ｍ以上、幅 0.64 ｍを測る。遺構の残りが悪く、深さは最大 9㎝である。
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A-Á

 1　暗灰黄色土 (Hue2.5Y4/2) 表土

 2　黒褐色土 (Hue2.5Y3/2) 木根が多い、しまりあり

 3　暗灰黄色土 (Hue2.5Y4/2) シルト質

 4　暗褐色土 (Hue10YR3/3) シルト質

 5　黒色土 (Hue10YR3/1) シルト質

 6　黒褐色土 (Hue10YR2/2) シルト質、黄橙粒を少量含む

 7　灰黄褐色 (Hue10YR4/2) シルト、土器片を含む

 8　黒褐色 (Hue10YR2/2) シルト質

 9　黒褐色 (Hue10YR2/2) シルト質

10　黒色土 (Hue10YR2/1) シルト質

11　黒褐色土 (Hue10YR2/2) シルト質

12　褐灰色土 (Hue10YR4/1) 粘質土と暗灰黄色の砂質土の互層

13　暗褐色土 (Hue10YR3/3) シルト質、5cm大の黄橙色ブロックを少量含む

14　にぶい黄褐色土 (Hue10YR4/3) シルト質

15　灰黄褐色土 (Hue10YR4/2) シルト質　　 

※4～12層は2号溝状遺構の埋土、13～15層は3号溝状遺構の埋土

B-B́

 1　灰白色土 (Hue2.5Y8/2) 砂利質

 2　暗灰黄色土 (Hue2.5Y4/2) シルト質

 3　暗灰黄色土 (Hue2.5Y4/2) 均質、シルト質

 4　にぶい黄褐色土 (Hue10YR5/4) 均質、シルト質

 5　黒褐色土 (Hue10YR3/2) シルト質

 6　褐色土 (Hue10YR4/4) 均質、シルト質

 7　黒褐色土 (Hue2.5Y3/2) シルト質

 8　にぶい黄褐色土 (Hue10YR5/4) シルト質

 9　黒褐色土 (Hue2.5YR3/1) シルト質、8×10cm大の黄褐色ブロックを含む

10　灰黄褐色土 (Hue10YR4/2) 均質、シルト質

11　にぶい黄色土 (Hue2.5Y6/4) 　

※1～8層は2号溝状遺構の埋土、9～11層は3号溝状遺構の埋土2m0

SK10

第 16 図　2・3 号溝状遺構実測図 (S=1/60)
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出土遺物
土器（第 20 図）
　第 20 図 17 は土師器の皿で、復元底径 5.6㎝を測る。内面に油煙が見られ、灯明皿と考えられる。

6 号溝状遺構（第 18・19 図、図版 8）
　調査区中央部やや東に位置し、検出面の標高は 18.7 ｍを測る。南端部を 4 号溝状遺構に切られ、北側
は調査区外に続く。検出面の長さは 7.96 ｍ以上を測り、幅は北側調査区際が最大で 3.70 ｍを測る。床面
は凹凸が著しく、小さな流れが何度も変遷した状況が見て取れる。土層断面を観察すると、東側から流れ
が徐々に西側に移る様子が確認できる。最も深いのは中央部で、深さは最大 87㎝を測る。西端は非常に
浅く、深さは最大 31㎝である。大型の遺構だが、出土遺物は非常に少ない。
出土遺物
土器（第 20 図）
　第 20 図 18 は土師質の鍋である。口縁部は外側から粘土紐を貼り付け、肥厚する。

（４）その他
　調査区内では約 70 基のピットを確認した。遺物を持つピットは少ないが、いくつかは中世の遺物が出
土しており、ここで報告する。また、正確不明な大型の 1 号不明遺構からも遺物が少量出土している。こ
こでは、鉄製品を報告する。
出土遺物
土器（第 20 図）
　第 20 図 19 は 4 号ピット出土の瓦質土器の鉢である。20 は 9 号ピット出土の青磁碗で、高台部径 6.0㎝
を測る。
鉄製品（第 17 図、図版 9）
　第 17 図 1 は鉄製の刀子である。現状で、長さ 6.0㎝、幅 2.3㎝、厚さ 4㎜を測る。

5cm0

第 17 図　1 号不明遺構出土鉄製品実測図 (S=1/2)
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【A-Á 】

 1　にぶい黄褐色土 (Hue10YR5/3) シルト質、2㎝大の明黄褐色ブロックを少量含む

 2　黒褐色土 (Hue10YR3/1) シルト質

 3　褐灰色土 (Hue10Y4/1) シルト質で固くしまる

 4　黒褐色土 (Hue10YR3/1) シルト質、地山質土を含む

 5　にぶい黄褐色土 (Hue10YR5/3) シルト質、地山質土を含む

 6　灰黄褐色土 (Hue10YR4/2) シルト質、3㎝大の地山ブロックを含む

 7　黒褐色土 (Hue10YR3/2) 均質、シルト質

 8　灰黄褐色土 (Hue10YR4/2) 均質、シルト質

 【B-B́ 】

 1　黒褐色土 (Hue10YR3/1) シルト質

 2　褐灰色土 (Hue10YR4/1) シルト質

 3　褐灰色土 (Hue10Y4/1) シルト質、2～4㎝大の灰黄褐・浅黄橙ブロックを多く含む

 4　灰黄褐色土 (Hue10YR4/2) 均質、シルト質

 5　灰黄褐色土 (Hue10YR4/2) シルト質

 6　灰黄褐色土 (Hue10YR4/2) シルト質

2m0

ベルト

ベルト

ベルト

第 18 図　4 ～ 6 号溝状遺構実測図 (S=1/60)
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【D-D́ 】

 1　灰黄褐色土 (Hue10YR4/2) 表層

 2　黒褐色土 (Hue10YR3/2) 1層に近い

 3　にぶい黄褐色土 (Hue10Y5/3) シルト質

 4　褐色土 (Hue10YR4/4) シルト質

 5　褐色土 (Hue10YR4/4) シルト質

 6　にぶい黄褐色土 (Hue10YR5/3) シルト質

 7　にぶい黄褐色土 (Hue10YR5/3) 均質、シルト質

 8　にぶい黄褐色土 (Hue10YR5/4) 均質、シルト質

 9　にぶい黄褐色土 (Hue10YR4/3) シルト質

10　灰黄褐色土 (Hue10YR4/2) 均質、シルト質

11　灰黄褐色土 (Hue10YR4/2) 5㎝大の明黄褐色ブロックを大量に含む

12　黒褐色土 (Hue10YR2/3) シルト質

13　にぶい黄褐色土 (Hue10YR5/3 ) シルト質

14　にぶい黄褐色土 (Hue10YR4/3) シルト質

15　灰黄褐色土 (Hue10YR4/2) シルト質

16　にぶい黄褐色土 (Hue10YR4/3) シルト質、1～5㎝大の明黄褐色ブロックを多く含む

17　暗褐色土 (Hue10YR3/3) シルト質

18　黒褐色土 (Hue10YR2/3) シルト質

19　にぶい黄褐色土 (Hue10YR4/3) シルト質

20　黒褐色土 (Hue10YR2/2) シルト質、2㎝大の褐色ブロックを少量含む

21　黒褐色土 (Hue10YR3/2) シルト質

22　黒褐色土 (Hue10YR2/2) 均質、シルト質

23　黒褐色土 (Hue10YR2/2)

 【C-Ć 】

 1　黒褐色土 (Hue10YR2/2) 均質、シルト質

 2　黒褐色土 (Hue10YR2/2) 

 3　にぶい黄褐色土 (Hue10YR4/3) シルト質

 4　暗褐色土 (Hue10YR3/3) シルト質

 5　明黄褐色土 (Hue10YR6/6) 均質、シルト質

 6　暗褐色土 (Hue10YR3/3) シルト質

 7　黒褐色土 (Hue10YR2/2) シルト質

 8　にぶい黄褐色土 (Hue10YR3/4) 均質、粘性が高い

 9　黒色土 (Hue10YR2/1) シルト質

10　黒褐色土 (Hue10YR2/2) 均質、シルト質

11　黒褐色土 (Hue10YR3/2) シルト質

12　にぶい黄褐色土 (Hue10YR4/3) シルト質

13　黄褐色土 (Hue10YR3/3) シルト質

14　暗褐色土 (Hue10YR3/3) 均質、シルト質

15　黄橙色土 (Hue10YR8/6) ブロック状の層、粘性が高い

16　黄褐色土 (Hue10YR5/6) ブロック状の層、粘性が高い

17　黒褐色土 (Hue10YR3/1) シルト質、暗褐色ブロックを含む

18　黒褐色土 (Hue10YR3/1) シルト質、褐色ブロックを少量含む

19　黒褐色土 (Hue10YR3/2) 

20　黄褐色土・灰黄褐色土・明褐色土の互層状、砂質土

21　浅黄色土 (Hue2.5YR7/4) 砂質土

2m0

第 19 図　6 号溝状遺構土層断面実測図 (S=1/40)
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第 20 図　溝状遺構・ピット出土遺物実測図 (S=1/4)
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第 21 図　出土土製品・石製品・瓦実測図 (S=1/4)
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３．その他の遺構と遺物
（１）土坑
10号土坑（第 22 図、図版 6）
　調査区中央やや西部に位置し、検出面の標高は 18.8 ｍを測る。2・3 号溝状遺構を切り、新しい井戸に
切られる。南側は調査区外に延びる。遺構は楕円形状を呈し、大きさは検出面で 3.04 ｍ× 2.23 ｍ以上、
下端で 2.43 ｍ× 1.97 ｍ以上を測る。深さは最大 70㎝である。埋土はレンズ状堆積で、出土遺物はない。

12 号土坑（第 23 図、図版 6）
　調査区東部に位置し、検出面の標高は 18.7 ｍを測る。遺構は長方形状を呈し、主軸方位はＮ -39°- Ｅを
測る。遺構の性格は、落とし穴状遺構と考えられる。大きさは、検出面で 1.00 ｍ× 0.61 ｍ、下端で 0.76
ｍ× 0.50 ｍ、深さ 78㎝を測る。床面に大きさ 24㎝× 22㎝、深さ 31㎝のピットを持つ。埋土はレンズ状
堆積で、出土遺物はない。

13 号土坑（第 23 図、図版 6・7）
　調査区東部に位置し、検出面の標高は18.6ｍを測る。遺構は長方形状を呈し、主軸方位はＮ-9°-Ｅを測る。
遺構の性格は、落とし穴状遺構と考えられる。大きさは、検出面で 1.12 ｍ× 0.71 ｍ、下端で 0.79 ｍ× 0.46 ｍ、
深さ 77㎝を測る。床面に直径 10㎝程度、深さ 15 ～ 20㎝の小ピット 4 基を持つ。埋土はレンズ状堆積で、
出土遺物はない。
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 1　灰黄褐色土 (Hue10YR4/2) シルト質

 2　黒褐色土 (Hue10YR3/2) シルト質

 3　暗褐色土 (Hue10YR3/3) シルト質

 4　黒褐色土 (Hue10YR3/2) シルト質

 5　黒褐色土 (Hue10YR3/1) シルト質

 6　暗褐色土 (Hue10YR3/3) シルト質

 7　黒色土 (Hue10YR3/1) シルト質、褐色ブロックを少量含む

 8　暗褐色土 (Hue10YR3/3) シルト質、褐色ブロックを少量含む

 9　黒色土 (Hue10YR2/1) シルト質、明黄褐色ブロックを多く含む

10　黒色土 (Hue10YR1.7/1) シルト質

11　黒褐色土 (Hue10YR2/2) シルト質、1～2㎝大の明黄褐色ブロックを少量含む　

12　黒褐色土 (Hue10YR3/2) 

13　暗褐色土 (Hue10YR3/3) シルト質

14　黒褐色土 (Hue10YR2/2) シルト質、2㎜大のにぶい黄褐色ブロックをわずかに含む

15　黒色土 (Hue10YR2/1) シルト質

16　灰黄褐色土 (Hue10YR4/2) シルト質

17　黒色土 (Hue10YR3/2) シルト質、1～2cm大の黄橙色・褐色ブロックを少量含む

18　黒色土 (Hue10YR2/1) シルト質、2cm大の褐色ブロックを少量含む

19　黒色土 (Hue10YR2/1) シルト質、1㎝大の灰黄褐色ブロックを多く含む

20　黒色土 (Hue10YR2/1) シルト質、黄橙色・褐色ブロックを多く含む

21　黒褐色土 (Hue10YR3/2) シルト質

22　暗褐色土 (Hue10YR3/3) 均質、固くしまる

23　黒褐色土 (Hue10YR3/2) シルト質

24　黒褐色土 (Hue10YR2/2) シルト質、1～4cm大の灰黄褐色ブロックを少量含む

25　黒色土 (Hue10YR2/1) シルト質、3～8cm大の黒褐色ブロックを少量含む

26　黒色土 (Hue10YR1.7/1) シルト質

27　黒色土 (Hue10YR1.7/1) シルト質、2cm大の黄橙ブロックを多く含む

28　褐灰色土 (Hue10YR4/1) シルト質

29　暗褐色土 (Hue10YR3/3) 均質、固くしまる

2m0

SD2

第 22 図　10 号土坑実測図 (S=1/40)
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 1　黒色土 (Hue10YR2/1) シルト質でしまりあり

 2　黒褐色土 (Hue10YR3/1) シルト質でしまりあり

 3　オリーブ褐色土 (Hue2.5Y4/3) 1＋2層

 4　オリーブ褐色土 (Hue2.5YR4/3) 3層に近い、シルト質

 5　黒色土 (Hue10YR1.7/1) シルト質

 6　黒色土 (Hue10YR2/1) シルト質でしまりあり　

 7　黒色土 (Hue10YR2/1) 6層＋地山質土

 8　黄褐色土 (Hue2.5YR5/3) 均質、シルト質

 9　黒褐色土 (Hue10YR3/1) シルト質、しまらない

10　黄褐色土 (Hue2.5YR5/3) シルト質

 1　黒色土 (Hue5YR2/1) シルト質でよくしまる

 2　黄灰色土 (Hue2.5Y4/1) シルト質、浅黄橙色土を多く含む

 3　黄灰色土 (Hue2.5Y4/1) 2層に近い

 4　黒色土 (Hue10YR1.7/1) シルト質

 5　黒色土 (Hue10YR2/1) シルト質

 6　オリーブ黒色土 (Hue5YR3/2) シルト質でしまりあり　

 7　黒色土 (Hue10YR1.7/1) シルト質

2m0

第 23 図　12・13 号土坑実測図 (S=1/40)
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第４章　まとめ

　三沢権道遺跡 4 で検出した主な遺構は、掘立柱建物 4 棟、土坑 15 基、溝状遺構 6 条である。出土遺物
は少量だが、そのほとんどが 13 世紀後半から 15 世紀代のもので、周辺の遺跡群と時期的に一致する。出
土遺物のうち土師器の皿に着目すると、立ち上がりが比較的直線的で小さい一群と、大きく外に開く一群
に分けることができる。やや古相を示す前者が出土した遺構として、3 号掘立柱建物、7・8・15 号土坑、
3 号溝状遺構があり、やや新相を示す後者が出土した遺構として、1・2 号土坑、2・5 号溝状遺構が挙げ
られる。
　今回検出した遺構で注目されるのは、掘立柱建物群と区画溝と考えられる 2・3 号溝状遺構である。掘
立柱建物はいずれも側柱建物で、1 号は 3 間× 1 間で、身舎面積 26.8㎡、3 号は 3 間× 1 間で、身舎面積
19.1㎡を測る。2 号は 3 間× 2 間の可能性が考えられ、4 号についてはその柱配置から、建物になるか明
確でない。2・3 号溝状遺構は、出土遺物からも、遺構の切り合いからも、3 号が先行し、その埋没後に 2
号が掘削されたことが分かる。出土遺物より、3 号掘立柱建物と 3 号溝状遺構の同時性が推測される。こ
の掘立柱建物群と区画溝というセットは、市内の中世遺跡で他にも見られるものであり、その状況を比較
してみたい。
　三沢宮ノ前遺跡 3 地点は、当遺跡から北北西約 800 ｍに位置する。県道本郷基山線新設工事に伴い、平
成 24 年（2012）に調査された。検出した遺構は、中世の掘立柱建物 6 棟、土坑 4 基、溝状遺構 3 条など
である。掘立柱建物の内容は、3 間× 2 間の側柱建物が 1 棟、2 間× 1 間の側柱建物が 1 棟、2 間× 2 間
で北側に庇を持つ総柱建物が 1 棟等である。西側に南北に走る 1 号溝状遺構は、その規模や走行方位から
掘立柱建物に伴う区画溝と考えられる。

　以上を見ると、これらの集落では建物の中心は 3 間× 1 間または 3 間× 2 間の側柱建物で、小型の建物
では 2 間× 1 間の側柱建物が存在することが分かる。三沢宮ノ前遺跡 3 地点では 2 間× 2 間の総柱建物が
検出されたが、今回の調査では調査面積が狭いこともあり、検出できていない。一方区画溝は、三沢宮ノ
前遺跡 3 地点では 1 号溝状遺構が該当し、最大幅 2.59 ｍ、最大の深さ 59㎝を測る。今回検出した 3 号溝
状遺構は、2 号溝状遺構に切られているものの、最大幅は推定で 2 ｍ以上、最大の深さは 55㎝である。
　このように、両遺跡では建物の規模・形態、区画溝の規模ともに類似しており、小郡市中部における
13 ～ 14 世紀の拠点集落の典型例を示すと考えられる。今後さらにこのような発見が続けば、「大保原合戦」
で有名な中世小郡の実像を掴むことが可能となろう。調査の蓄積が期待される。

  表 三沢権道遺跡 4 と三沢宮ノ前遺跡 3 の掘立柱建物の比較 

 番号 長軸方位 間数 
規模（単位はｍ） 

備考 
桁間 梁間 桁行 梁行 身舎面積 

三

沢

権

道 

4 

1  3×1 1.94～2.32 - 6.40～6.41 4.15～4.17 26.8 ㎡ 側柱 

2  3×2？ 1.70～1.80 2.00～2.04 5.08 2.40 以上 - 側柱 

3  3×1 1.84～2.10 - 5.72～5.91 3.16～3.39 19.1 ㎡  

4  2×1 1.77～1.92 - 3.67～3.69 3.49～3.92 13.7 ㎡ 側柱 

三

沢

宮

ノ

前 

3 

1 Ｎ-84-Ｅ 2×1 1.86～2.14 - 4.01～4.02 2.98～3.06 12.1 ㎡ 側柱 

2 Ｎ-84-Ｅ 3×2 1.74～1.92 1.85～1.94 5.41～5.54 3.79～3.80 20.8 ㎡ 側柱 

3 - 2×- 2.02～2.14 - 4.16 - -  

4 Ｎ-81-Ｅ 2×2 2.19～2.30 1.51～1.77 4.46～4.59 3.25～3.28 14.8 ㎡ 総柱、庇 

5 Ｎ-84-Ｅ 3×1 1.42～1.61 - 4.50～4.61 2.57～2.80 12.2 ㎡  

6 Ｎ-9-Ｗ 2×2 1.50～1.60 1.31～1.33 3.10～3.12 2.64～2.68 8.3 ㎡ 側柱 
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第 24 図　両遺跡の遺構配置図 (S=1/300)
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出土
遺構

挿図
番号

図版
番号

器種
法量（復元値）

㎝
色調 胎土 焼成 成形・調整技法 備考

SB3 15-1 土・皿 残存高:1.6
底:(8.8)

にぶい橙 精良
径1mm以下の砂粒をわずかに含む

良 底・外:回転糸切り
他は回転ﾅﾃﾞ

SK1 2 土・皿 口:(12.4)
高:3.1
底:(7.5)

にぶい橙 密
径1mm以下の砂粒をわずかに含む

良 底・内:中央付近は回転ﾅﾃﾞ後ﾅﾃﾞ
底・外:回転糸切り
他は回転ﾅﾃﾞ

3 土・皿 残存高:1.4
底:(5.2)

橙 密
径1mm以下の砂粒をわずかに含む

良 底・外:回転糸切り
他は回転ﾅﾃﾞ

4 9 土師質・鍋 口:(31.0)
残存高:9.1

にぶい黄橙 やや粗
径3mm以下の砂粒をやや多く含む

良 口～体部上位:ﾖｺﾅﾃﾞ
他はﾊｹﾒ

体部外面に突帯1条
内面にコゲ
外面にスス

5 土師質・鍋 残存高:10.2 にぶい橙 やや粗
径3mm以下の砂粒をやや多く含む

良 内:ﾊｹﾒ
他はﾖｺﾅﾃﾞ

外面にスス

6 9 瓦質・火鉢 残存高:5.1 灰白 やや粗
径2mm以下の砂粒をやや多く含む

良 内:体部と底部の境付近は回転ﾅ
ﾃﾞ、他はﾊｹﾒ
体・外:回転ﾅﾃﾞ
底・外:ﾊｹﾒ

体部外面にスタンプ

7 青磁・皿 残存高:2.8 釉:浅黄 精緻
径1mm以下の砂粒をわずかに含む

堅緻 ﾛｸﾛ成形

SK2 8 9 土・皿 口:(12.9)
高:3.5
底:(6.1)

内:にぶい黄橙
　～にぶい橙
外:にぶい黄橙

ほぼ密
径3mm以下の砂粒を少し含む

良 底・外:回転糸切り
他は回転ﾅﾃﾞ

底部外面に板状圧痕

9 9 土師質・片口
付摺鉢

残存高:7.6 内:浅黄
外:黄灰

やや粗
径2mm以下の砂粒をやや多く含む

良 口:ﾖｺﾅﾃﾞ
内:ﾊｹﾒ後摺目
外:ﾊｹﾒ後ﾅﾃﾞ

口縁部に黒斑

SK5 10 土師質・摺鉢 残存高:5.4 内:浅黄橙
外:灰白

粗
径3mm以下の砂粒を多く含む

良 内:摺目
体・外:底部付近はﾖｺﾅﾃﾞ
他はﾊｹﾒ後ﾅﾃﾞ

外面にスス

SK7 11 土・皿 口:(14.0)
高:2.6
底:(9.2)

浅黄橙 ほぼ密
径2mm以下の砂粒を少し含む

良 底・内:回転ﾅﾃﾞ後ﾅﾃﾞ
底・外:回転糸切り
他は回転ﾅﾃﾞ

底部外面に板状圧痕

SK8 12 土・皿 残存高:2.7 にぶい橙 ほぼ密
径2mm以下の砂粒を少し含む

良 底・外:回転糸切り
他は回転ﾅﾃﾞ

SK9 13 土師質・羽釜 残存高:4.2 内:にぶい橙
外:にぶい黄橙

ほぼ密
径3mm以下の砂粒を少し含む

良 内:ﾊｹﾒ
外:鍔は回転ﾅﾃﾞ

SK14 14 青磁・碗 残存高:3.0 釉:灰オリーブ
胎土:灰

精緻
径1mm以下の砂粒をわずかに含む

堅緻 外面に鎬蓮弁文

SK15 15 土・皿 口:(12.2)
高:3.3
底:(9.4)

にぶい橙 密
径2mm以下の砂粒をわずかに含む

良 底・外:回転糸切り後一部ﾊｹﾒ
他は回転ﾅﾃﾞ

16 土・皿 口:(10.1)
高:1.9
底:(8.3)

内:灰黄褐
外:にぶい黄橙

密
径2mm以下の砂粒をわずかに含む

良 底・外:回転糸切り
他は回転ﾅﾃﾞ

17 土・皿 口:(7.8)
高:1.6
底:(6.4)

浅黄橙 精緻
径1mm以下の砂粒をわずかに含む

良 底・内:回転ﾅﾃﾞ後ﾅﾃﾞ
底・外:回転糸切り
他は回転ﾅﾃﾞﾞ

SK16 18 土師質・鍋 残存高:11.1 内:橙
外:にぶい赤褐

粗
径6mm以下の砂粒を多く含む

良 口・外面段部:ﾖｺﾅﾃﾞ
内:ﾊｹﾒ
外:ﾊｹﾒ後ﾅﾃﾞ

外面にスス

19 土師質・鍋 残存高:6.4 にぶい橙 粗
径4mm以下の砂粒を多く含む

良 口:ﾖｺﾅﾃﾞ
内:ﾊｹﾒ
外:ﾅﾃﾞ

外面にスス

SD2 20-1 土・皿 口:13.2
高:3.8
底:6.2

にぶい橙 精良
径1mm以下の砂粒をわずかに含む

良 口内:回転ﾅﾃﾞ後ﾅﾃﾞ
底・外:回転糸切り
他は回転ﾅﾃﾞ

底部内面に油煙

2 9 土・皿 口:11.7
高:3.4
底:6.4

にぶい橙 密
径2mm以下の砂粒をわずかに含む

良 底・外:回転糸切り
他は回転ﾅﾃﾞ

3 9 土・皿 口:11.9
高:3.2
底:6.5

にぶい黄橙 精良
径2mm以下の砂粒をわずかに含む

良 底・外:回転糸切り
他は回転ﾅﾃﾞ

4 9 土・皿 口:11.2
高:2.9
底:4.5

にぶい橙 精良
径1mm以下の砂粒をわずかに含む

良 底・外:回転糸切り
他は回転ﾅﾃﾞ

5 土・皿 残存高:2.6
底:6.0

にぶい橙 精良
径1mm以下の砂粒をわずかに含む

良 底・外:回転糸切り
他は回転ﾅﾃﾞ

内面に油煙

6 9 土・皿 口:7.4
高:2.0
底:4.3

にぶい橙 精良
径1mm以下の砂粒をわずかに含む

良 底・外:回転糸切り
他は回転ﾅﾃﾞ

口縁部内面に油煙2か所

7 9 土・皿 口:7.7
高:1.9
底:3.7

にぶい橙 精良
径1mm以下の砂粒をわずかに含む

良 底・外:回転糸切り
他は回転ﾅﾃﾞ

8 瓦質・片口付
摺鉢

残存高:5.9 にぶい黄 ほぼ密
径1mm以下の砂粒を少量含む

やや不良 口:ﾖｺﾅﾃﾞ
内:ﾊｹﾒ後摺目
外:ﾊｹﾒ後ﾖｺﾅﾃﾞ

9 土師質・鍋 残存高:11.1 内:にぶい褐～
　灰黄褐
外:スス

粗
径4mm以下の砂粒を多く含む

良 口:ﾖｺﾅﾃﾞ
内:ﾊｹﾒ
外:ﾖｺﾅﾃﾞ後ﾊｹﾒ・ﾅﾃﾞ

外面に厚いスス

10 9 土・埦 口:(7.9)
高:4.9
底:(7.8)

にぶい褐 密
径1mm以下の砂粒をわずかに含む

良 手捏ね

SD3 11 9 土・皿 口:(11.1)
高:2.7
底:(8.5)

にぶい黄橙 精良
径1mm以下の砂粒をわずかに含む

良 底・外:回転糸切り
他は回転ﾅﾃﾞ

内外面にスス

12 土師質・鍋 残存高:6.9 にぶい橙 やや粗
径3mm以下の砂粒をやや多く含む

良 口:ﾖｺﾅﾃﾞ
内:ﾊｹﾒ
外:ﾅﾃﾞ

内面にコゲ
内外面にスス

SD4 13 瓦質・摺鉢 残存高:4.7
底:(13.8)

にぶい黄橙 やや粗
径5mm以下の砂粒をやや多く含む

やや不良 内:摺目
外:ﾊｹﾒ

内面にスス

14 瓦質・火鉢 残存高:5.9 内:黄灰
外:暗灰黄

やや粗
径3mm以下の砂粒をやや多く含む

やや不良 内:回転ﾅﾃﾞ
外:工具ﾅﾃﾞ
突帯:回転ﾅﾃﾞ

突帯間に四つ菱文の印花

15 土師質・鍋 残存高:10.7 にぶい橙～
にぶい黄橙

やや粗
径3mm以下の砂粒をやや多く含む

良 口:ﾖｺﾅﾃﾞ
内:ﾊｹﾒ
外:ﾍﾗｹｽﾞﾘ後ﾅﾃﾞ

内面にコゲ
外面にスス

≪土器・磁器等≫　　　　　　　　　　　　　　　　       　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    法量＝口：口径　高：器高　底：底径　高台：高台部径

三沢権道遺跡４　出土遺物観察表
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出土
遺構

挿図
番号

図版
番号

器種
法量（復元値）

㎝
色調 胎土 焼成 成形・調整技法 備考

SD4 20-16 土師質・鍋 残存高:11.8
口:(44.4)

内:にぶい橙
外:にぶい褐～
　にぶい橙

やや粗
径3mm以下の砂粒をやや多く含む

良 口:ﾖｺﾅﾃﾞ
内:ﾊｹﾒ
外:ﾅﾃﾞ

外面にスス

SD5 17 土・皿 高:2.5
底:(5.6)

内:にぶい黄橙
外:浅黄橙～
　にぶい黄橙

精良
径1mm以下の砂粒をわずかに含む

良 底・外:回転糸切り
他は回転ﾅﾃﾞ

内面に油煙

SD6 18 土師質・鍋 残存高:5.7 にぶい褐 やや粗
径4mm以下の砂粒をやや多く含む

良 口:ﾖｺﾅﾃﾞ
他はﾊｹﾒ

内面にコゲ
外面にスス

SP4 19 瓦質・鉢 残存高:4.3 内:褐灰
外:灰黄褐

ほぼ密
径1mm以下の砂粒をわずかに含む

やや不良 口:ﾖｺﾅﾃﾞ
他はﾊｹﾒ

SP9 20 青磁・碗 残存高:3.8
高台径:6.0

釉:明オリーブ
灰

精緻
径1mm以下の砂粒をわずかに含む

堅緻 ﾛｸﾛ成形 見込みに施文あり

出土
遺構

挿図
番号

図版
番号

器種
法量（復元値）

㎝
色調 胎土 焼成 成形・調整技法 備考

SK14 21-1 鞴羽口 残存長:3.8
残存幅:3.2
残存高:3.8

内:橙
外:にぶい橙
　～橙

ほぼ密
径1mm以下の砂粒を少量含む

良 内・外:ﾅﾃﾞ

SD2 2 9 鞴羽口 残存長:8.0
残存幅:5.2
残存高:5.7

にぶい黄橙
　～黄灰

ほぼ密
径2mm以下の砂粒を少量含む

良 内・外:ﾅﾃﾞ 先端に黒色の鉄付着
その下は泡状の鉄付着
さらに下位は瓦質化

≪土製品≫

≪石製品≫

出土
遺構

挿図
番号

図版
番号

器種 石材
長さcm

（残存値）
幅 cm

(残存値)
厚さ cm
(残存値)

重さ g 備考

SK9 21-3 9 磨石 13.0 10.7 9.3 1,762

4 台石 花崗岩

安山岩

(9.0) 11.1 7.8 1,202

出土
遺構

挿図
番号

図版
番号

器種
法量cm
（復元値）

色調 胎土 焼成 成形・調整 備考

SD4 21-5 9 棰先瓦
残存長：8.6
残存幅：8.1
厚:3.3

にぶい赤褐
　～明赤褐

やや粗
径4㎜以下の砂粒をやや多く含む

良
側面:ﾍﾗｹｽﾞﾘ
裏面:ﾍﾗｹｽﾞﾘ

釘穴は両側から穿孔

6 丸瓦
残存長：10.5
残存幅：7.0
残存高：6.6

内:橙～浅黄橙
外:浅黄橙
　～灰白

やや粗
径3㎜以下の砂粒をやや多く含む

良
凸：縄目ﾀﾀｷ
凹：縄蓆痕
他はﾅﾃﾞ

SD2 7 9 平瓦
残存長：11.1
残存幅：14.6

灰黄～黄灰
粗
径3㎜以下の砂粒を多く含む

やや不良 側端部:ﾍﾗ切り後ﾅﾃﾞ

≪瓦類≫



①調査区全景 ( 上空から )

②調査区全景 ( 南東側上空から )

図版 1



図版 2

①調査区近景 ( 上空から )

②調査区西部 ( 上空から )



図版 3

①調査区中部 ( 上空から )

②調査区東部 ( 上空から )



図版 4

①掘立柱建物群検出状況 ( 東から )

③ 2 号掘立柱建物完掘 ( 南から ) ⑦ 1 号土坑土層断面 ( 南から ) 

② 1 号掘立柱建物完掘 ( 東から ) ⑥ 1 号土坑土層断面 ( 東から )

④ 3 号掘立柱建物完掘 ( 東から ) ⑧ 1 号土坑完掘 ( 東から )

⑤ 4 号掘立柱建物完掘 ( 南から )



図版 5

① 2 号土坑土層断面 ( 南東から )

③ 3 号土坑完掘 ( 東から ) ⑦ 7 号土坑完掘 ( 南から )

② 2 号土坑完掘 ( 南東から ) ⑥ 7 号土坑中ピット土層断面 ( 南から

④ 5 号土坑土層断面 ( 南から ) ⑧ 9 号土坑土層断面 ( 南西から )

⑤ 5 号土坑完掘 ( 南から ) 



図版 6

① 9 号土坑完掘（南西から）

③ 10 号土坑完掘（西から） ⑦ 12 号土坑完掘（南東から）

② 10 号土坑土層断面（北から） ⑥ 12 号土坑土層断面（南東から）

④ 11 号土坑土層断面（東から） ⑧ 13 号土坑土層断面（西から）

⑤ 11 号土坑完掘（東から）



図版 7

① 13 号土坑完掘（西から）

③ 14 号土坑完掘（東から） ⑦ 2・3 号溝状遺構ベルト土層断面（南から）

② 14 号土坑土層断面（西から） ⑥ 2・3 号溝状遺構完掘（南から）

④ 15 号土坑完掘（北西から） ⑧ 2・3 号溝状遺構北端土層断面（南から）

⑤ 16 号土坑完掘（東から）



図版 8

① 4 号溝状遺構完掘（西から）

③ 4 号溝状遺構東側ベルト土層断面（西から） ⑦ 6 号溝状遺構ベルト土層断面（南から）

② 4 号溝状遺構西側ベルト土層断面（西から） ⑥ 6 号溝状遺構完掘（南から）

④ 5 号溝状遺構完掘（南から） ⑧ 1 号不明遺構完掘（南東から）

⑤ 5・6 号溝状遺構完掘（南から）



図版 9

出土遺物

15-4

15-6

15-8

15-9（表）

15-9（裏）

17-1

20-2

20-3

20-4

20-6

20-7

20-10

20-11

21-2

21-3

21-5

21-7（凹面）

21-7（凸面）
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要 約 

三沢権道遺跡 4 で注目される遺構は、掘立柱建物群と区画溝である。掘立柱建物は 3 間

×1 間の側柱建物を中心とし、数棟が切り合い関係にあることから、集落が一定の時期継

続したことが分かる。区画溝は、幅 2ｍ以上、深さ 50 ㎝以上を測る大型のものである。こ

の掘立柱建物と区画溝というセットは、市内の他の遺跡でも見られ、中世小郡の拠点集落

の形態を示すと考えられる。

 




